







・ 年 月 日 能の授業づくり講座への参加：上野・菅が主催したお能の授業づくり講座に内垣・
北川両教諭も参加し、日本の伝統芸能として能楽の教材化するための具体例について検討するととも
にゲストティーチャーの能楽師小林慶三先生より「羽衣」の謡と舞の実技指導を受けた。
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日時： 年 月 日（土）第 校時 対象：和歌山大学教育学部附属小学校 年 組 人
題材名：リズムで大へんしん！いろんな子犬にへんそうしよう
題材のねらい：〇表したいイメージの変奏をつくることで，リズムを聴き取り，そのよさや面白さを感
じながらリズムの効果や働きに気付くことができる。
〇曲想とリズムの関わりに気付き，変奏曲を味わって聴くことができる。
本時の目標：リズム等を聴き取り，それらが生み出すよさや面白さを感じ取りながら，星の様子や表情
を想像して聴くことができる。
学習活動 教師の働きかけ
〇『きらきら星』を歌う。
〇変奏 を聴く。
〇変奏 が，どうして題名のようなきらきら星に変身したのかを考える。
〇手拍子したり，歩いてみたりしながら，リズムが変
わったことを確認する。
〇変奏 ・ を聴いて題名を２つの選択肢から選び，その理由を話し合う。
・つくった音楽を鍵盤ハーモニカ
で演奏することで，次時に向け
て子供たちの「やってみた
い！」という意欲をもたせる。
・リズムカードを提示し，リズム
の変化によって星の感じが変わ
ったことに気付かせる。
・使われているリズムを全員でた
たいたり体を動かしたりしなが
ら，リズムの特徴を捉えさせ
る。
・『ゆっくりお話ししている双子の
きらきら星』『流れ星のように流
れるきらきら星』どちらの題名か
を選ばせる。考えた理由を交流さ
せる中で，星の様子とリズムとの
関わりがわかるようにする。
・使われているリズムを全員でた
たいたり体を動かしたりしなが
ら，リズムの特徴を捉える。
今日は，先生『たのしくおどっているきらきら星』をつくってきたよ。
『きらきら星』が へんしん！へんしんアイテムをみつけよう！
 
・なんだかいつものきらきら星とちがうぞ。
・はねているみたいなきらきら星になった。
・２回おしている。 ・つけたしで，同じ場所で，はねかえっている。 ・同じところを押さえておいて
腕を下上，下上ってする。 ・普通は「タンタン」やん。でも先生が弾いたのは，はねている感じ。
・そういうことか！
・もう一回聴きたい。普通
の テーマ から弾いて。
みんなが言ってるのって，こういうことかな？
へんしんアイテムリズム！
こんなリズムをつかったよ！
（リズムカードの提示）
・変奏 は『ゆっくりお話ししているきらきら星』。よびかけとこたえみたい
に高い音→低い音ってなって，お話してるみたいだったからです。
ターってのびているようなリズムでした。
・変奏 は途中でシューって、タタタタ流れてるみたいに弾いていたから，『流
れ星のきらきら星』ってわかりました。
・やっぱりそうや！
・タータや。
・手拍子やってみよう
─ 166 ─
３－４．研究協議を踏まえての成果と課題
研究協議では、子供と子供の間に教材を投げ込む進め方や、他の子の動きを見ながら動作化をすること
で学びを深めていくなど、鑑賞学習の様々な可能性について考えることができた。
本時で学んだことを次時の音楽づくりに生かす場面で，そこで教師の枠を超えていく子どもをどこま
で許容し全体で深められるか，子どもの学びと教師のもつ意図やねらいについて考えることができ，今後
の学習でより「リズム」について深めていきたいと感じた。
第 時の音楽づくりでは、ねらい通り第１時の教材で使われてい
たリズムを積極的につかう子供が多く、第１時での鑑賞活動が生き
て、どの子も意欲的に音楽づくりの活動に取り組むことができた。
様々な様子や表情の子犬を表現しようと，「先生が使ってたタータ
のリズムつかおうかな。」「タタタタってしたら、走っているみたいに
なった。」など、思いや意図をもってリズムや他の要素を様々に変化させて変奏をつくることができた。
第１時の鑑賞では「２回鍵盤を押していた」などといった言葉でリズムの変化を表現していた。また、
リズムよりもこれまでに学んだ要素を手掛かりとして音楽を聴いていた。しかし、第６時の鑑賞活動では
「 のリズムが使われていた。」と、リズムに着目した聴き方ができるようになり、「タータのリズムと、
低い音がつかわれていたので、～～なきらきら星だと思いました。」など、リズムや他の要素の特徴と曲
想の関わりに触れながらそれぞれの変奏の題名を考えることができた。題材が進むにつれてリズムその
ものやリズムと曲想との関わりについての理解が深まったことがわかり、これは題材構成における大き
な成果だと感じた。
また本題材では、鑑賞と音楽づくりの双方において、変奏でつかわれたリズムを可視化し、手拍子や動
作化などで共有化することで、それぞれのリズムがもつ働きや効果について学級全体で理解を深めるこ
とができた。これによって、「こんなリズムを使うと、子犬のこんな雰囲気や様子が表せるんだな。」とい
うことを、鑑賞だけでなく実際につくる活動を通して、どの子も体験的に学ぶことができた。
今後も、このような題材構成を工夫することで、学びを活用できる子供の育成に努めたい。
〇手拍子したり，歩いてみたりしながら，どんなリズムが使われていたか確認する。
〇変奏 を聴いて題名を考え，
ワークシートに記入する。
考えた題名と，その理由を
話し合う。
〇本時の学習を
振り返る。
〇変奏曲の特徴，つくり方を知る。
・題名を考えた理由を交流させる中
で，星の様子とリズムとの関わり
がわかるようにする。
・リズム以外の要素に関する気付き
も，積極的に取り上げる。
知リズム等を聴き取り，それらの
働きが生み出すよさや面白さを
感じ取りながら，曲想とリズム
との関わりに気付いている。  
 
 
 
 
・「テーマ」「変奏」「変奏曲形式」と
いう言葉を示し，説明する。 
・いろんなリズムと子犬が出てきて，楽しかったです。
・前に習ったよびかけとこたえとかと，今日「リズム」も変身アイテムに増え
て，うれしいです。 ・タータと のばしているリズムがおもしろかったです。
